図書館コンソーシアムの現在 by unknown



























書 館 コ ン ソ ー シ ア ム 連 合 」（JUSTICE: Japan 





































10 年近くにおよぶ JANUL、PULC による図
書館コンソーシアムの活動を通じて、コンソー
シ ア ム 間 の 連 携・ 協 力 と い う 意 味 で は、 電 子
ジャーナル・バックファイルの基盤的整備を目的
として SpringerLink OJA（2005 年）や Oxford 
Journal Archive（2006 年）、また、近年急速な
整備がすすめられてきた人文・社会科学系データ
ベースの基盤構築を目的として 19C/20C House 
of Commons Parliamentary Papers（2008年）、
The Making of the Modern World （2010年）





























ACS との交渉では JANUL および PULC、また、






































































































既述のとおり 2011 年 4 月よりコンソーシアム
内外の窓口となる事務局が NII 内に設置され、3
名の図書館職員が専任で業務にあたる体制となっ
ており、現在は東京大学から 2 名、本学から 1 名
の図書館職員が出向している。

































Analysis , CBA）や投資利益率分析（Return on 
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